
　　　電話番号　　０５９６－２２－６３１５

　　担当部局（課）名　大学事務局学生支援部

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

平成２３年５月１日現在　　

　　　（夜間）　　０９０－２６８０－００６８

　　　職名・氏名　教務担当課長　山村
ヤマムラ

智彦
トモヒコ

　作成担当者

学校法人　皇學館　　　

[平成20年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

皇學館大学　教育学部

　　　計画の区分：学部の設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には届出時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２３年３月11日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０５９６－２７－１７０４

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　ｅ－mail　　kyomu@kogakkan-u.ac.jp

届出

大学番号：私３７４
注３



届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ウエスギ　チサト ） （ サコ　カズキヨ ）

上　杉　千　郷 佐　古　一　洌

（平成１３年８月） （平成２０年８月）

（ バン　イソシロウ ） （ シミズ　キヨシ ）

伴　五十嗣郎 清　水　　潔

（平成１５年４月） （平成２３年４月）

（ カケモト　イサオ ） （ フカクサ　マサヒロ ）

掛　本　勲　夫 深　草　正　博

（平成２０年４月） （平成２１年６月）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　〒５１６－８５５５

（３） 大学の位置

　　　　三重県伊勢市神田久志本町１７０４番地

　　　　皇　　學　　館　　大　　学

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　皇　學　館

（２） 大　学　名

学　　長

職　　名

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長
任期満了により改選
平成20年8月27日
(21)

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２３年度に報告する内容　→（23）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２０年度に報告済の内容　→（20）

　　　　記入してください。

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

任期満了により改選
平成23年4月1日
(23)

健康上の理由により改選
平成21年6月1日
(22)
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　教育学部

　　　教育学科

　　学士（教育学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

1041 － 937 － 1146 － 1275 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ]

1036 － 934 － 1143 － 1267 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ]

449 － 421 － 471 － 418 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ]

245 － 226 － 264 － 242 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ] [ － ] [ ー ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

1.44 1.151.251.14

初年度は、他
大学の動向を
読み違えたた
め歩留まり予
想を誤り、定
員超過率が高
くなった。

Ａ　 入学定員

1.24倍

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

170

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

198 210 210
(　ー　) (　ー　) (　ー　)

収容定員

210 788ー4

人年
人

Ｂ　 入学者数

合格者数

修業年限

　　　　　　　

備　　考
平成２２年度平成２１年度

平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２０年度開設の４年制の学科の場合（平成２３年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

変更前の入学定員170人
同収容定員680人、

平成21年4月より変更(21)

変更前の入学定員198人
同収容定員764人

平成22年4月より変更(22)

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

人年次

受験者数

平成２３年度

(　ー　)

[ 　ー　 ] [ 　ー　 ] [ 　ー　 ] [ 　ー　 ]

平成２０年度

志願者数

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

（注）・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

245 － 226 － 264 － 242 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

240 － 225 － 263 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

237 － 220 －

[　－　] [　－　]

237 －

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学整数を記入してください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

962

１年次

備　　　　　考

726466

平成２３年度

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

245

[　　ー　　][　　ー　　][　　ー　　][　　ー　　]

３年次

４年次

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。

平成２２年度

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

計

（注）・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

平成２１年度平成２０年度

２年次

3



[　－　] [　－　]

うち平成２０年度入学者 5人 うち平成２０年度 245人

[　－　] [　－　]

うち平成２０年度入学者 1人 うち平成２０年度 240人

うち平成２１年度入学者 3人 うち平成２１年度 226人

[　－　] [　－　]

うち平成２０年度入学者 2人 うち平成２０年度 239人

うち平成２１年度入学者 2人 うち平成２１年度 223人

うち平成２２年度入学者 2人 うち平成２２年度 264人

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度における退学者数】を，【当該対象年度の入学者数＋当該対象年度の

　　　　第１位までを記入してください。なお，参考までに例示を添付しますので，そちらをご参照ください。

（注）・　各年度の退学者数・在学者数については，該当年度間（例えば，平成22年度であれば，平成22年4月1日から平成23年3月末

　　　　まで）の状況を記載してください。また，数字については確定した数値を記入してください。

　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　・　　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載
　　してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　前年度までの確定した在学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

計 （累積）計

計 （累積）計

（主な退学理由）
　・就学意欲の低下　　　　　　　1人
　・学力不足　　　　　　　　　　2人
　・他の教育機関への入学・転学　2人
　・就職　　　　　　　　　　　　1人

　　　0.9 ％

（主な退学理由）
　・他の教育機関への入学・転学　2人
　・就職（希望）　　　　　　　　1人
　・家庭の事情　　　　　　　　　1人

　　　0.8 ％

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

2.0 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

（主な退学理由）
　・他の教育機関への入学・転学　2人
　・就職　　　　　　　　　　　　1人
　・学生個人の心身に関する事情　1人
　・他大学受験予定　　　　　　　1人
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皇学       　　　　　　

古文Ⅱ 1・2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

古文 1・2・3・4 2

古文Ⅰ
1

文章入門 1・2・3・4 2 1 3

教員辞任の理由により、教員を
変更（21）
　辞任　林　武美（教授）
　　　　勝美芳雄（准教授）
　　　　今由佳里（講師）
　担当　杉野裕子（准教授）
　　　　中松　豊（准教授）

教員辞任、教授昇格、新規採用及び
クラス数変更の理由により、教員を
変更（22）
　辞任　大串兎紀夫（教授）
　削除　市川千秋（教授）
　　　　松田典祀（教授）
　昇格　小木曽一之（教授）
　　　　田口鉄久（教授）
　　　　吉田直樹（教授）
　担当　小孫康平（教授）
　　　　錦かよ子（教授）
　　　　有門秀記（准教授）

昇格、学舎統合等の理由により
担当者を変更（23）
　昇格　片山靖富（准教授）
　削除　掛本勲夫（教授）
　担当　叶　俊文（教授）
　　　　檜垣博子（教授）
　　　　山本智子（准教授）
　　　　吉田明弘（准教授）

 7  7  2  3 1・2・3・4 1
 8 1 2 6 

99

2

教育充実の理由により、兼任教員を
専任に変更（21）
　担当　西山嘉代子（教授）
教員辞任の理由により、教員を変更
（22）
　担当　錦かよ子（教授）
担当者変更（23）
　削除　松田典祀（教授）
　担当　中條敦仁（助教）

1・2・3・4 2 2

2
　
共
通
科
目

　
皇
学

伊勢学　　 　　　　　　 1・2・3・4

　
総
合
基
礎

初学び（入門演習）

授業科目の名称
科目区

分

（１） 授業科目表

＜教育学部　教育学科＞

２　授業科目の概要

教　授 准教授必　修 選　択 自　由

配 当
年 次

助　手
備　　　　考

講　師 助　教

単位数 専任教員等の配置

 3 

 8  6 

科目充実の理由により担当者を追加
（23）
　担当　檜垣博子（教授）
　　　　山本智子（准教授）
　　　　吉田明弘（准教授）
　　　　渡邉　毅（准教授）

1

1

5



英語資格Ｂ　　　　　　　 1・2・3・4 2

英語資格Ａ　　　　　　　 1・2・3・4 2

英語資格対策Ⅱ 2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

英語Ⅳ 2・3・4 2

英語資格対策Ⅰ 1

英語総合Ⅱ 2・3・4 1

英語Ⅲ 2・3・4 2 　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

英語総合Ⅰ 1

英語コミュニケーションⅡ 1・2・3・4 1

　
　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

英語Ⅱ 1・2・3・4 2
英語コミュニケーションⅠ 1

英語基礎Ⅱ 1・2・3・4 1

英語Ⅰ 1・2・3・4 2
　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

　
外
国
語

英語基礎Ⅰ 1

セメスター分割に伴う理由により科
目名の変更（22）

情報処理Ⅲ（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ） 2・3・4 1
情報処理Ⅳ（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ）

セメスター分割に伴う理由により科
目名の変更（22）情報処理Ⅱ（ﾈｯﾄﾜｰｸ） 2・3・4 1

情報処理Ⅲ（ﾈｯﾄﾜｰｸ）

情報処理Ⅱ（応用） 1・2・3・4 1

情報処理Ⅰ 1・2・3・4 2 　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

情報処理Ⅰ（基礎） 1

1総合演習 2・3・4 2 2 2 1

漢文Ⅱ 1・2・3・4 1

漢文 1・2・3・4 2
　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

漢文Ⅰ 1

0 0 教育体制充実の理由により、
平成20年度より教員を追加
（21）
　担当　中村哲夫（教授）
　　　　片山靖富（助教）
今由佳里講師辞任の理由に
より平成21年度より教員を
変更（21）
　担当　大串兎紀夫（教授）

担当者の変更及び教員辞任
の理由により教員を変更（22）
　削除　中村哲夫（教授）
　　　　大串兎紀夫（教授）
　担当　有門秀記（准教授）
　　　　渡邉　毅（准教授）

学舎統合に伴う担当者の変更（23）
　削除　片山靖富（助教）
　　　　有門秀記（准教授）
　　　　渡邉　毅（准教授）
　追加　山本智子（准教授）
　　　　吉田明弘（准教授）
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教育課程充実のためセメ
スター分割再編の理由に
より科目を変更（22）

教育課程充実のためセメ
スター分割再編の理由に
より科目を変更（22）

世界の歴史    　　　　　 1・2・3・4 2

日本の民俗 1・2・3・4 2

日本の思想 1・2・3・4 2

日本の文学 1・2・3・4 2

日本の歴史 1・2・3・4 2

言語学 1・2・3・4 2

哲学 1・2・3・4 2

日
本
文
化
と
世
界

神道 1・2・3・4 2

外国語Ⅱ　　 1・2・3・4 2

外国語Ⅰ　　　 1・2・3・4 2

中国語Ⅳ 1・2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

中国語Ⅱ 1・2・3・4 2

中国語Ⅲ 1

中国語Ⅱ 1・2・3・4 1

中国語Ⅰ 1・2・3・4 2
　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

1

ポルトガル語Ⅳ 1・2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

ポルトガル語Ⅱ 1・2・3・4 2

ポルトガル語Ⅲ 1

ポルトガル語Ⅱ 1・2・3・4 1

ポルトガル語Ⅰ 1・2・3・4 2
　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

1

フランス語Ⅳ 1・2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

フランス語Ⅱ 1・2・3・4 2

フランス語Ⅲ 1

フランス語Ⅱ 1・2・3・4 1

2
　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

1

ドイツ語Ⅳ 1・2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

ドイツ語Ⅱ 1・2・3・4 2

1

ドイツ語Ⅱ 1・2・3・4 1

2
　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

1

英会話Ⅱ 2・3・4 2

英会話Ⅰ 1・2・3・4 2
2・3・4 1

英語資格Ｃ　　　　　　　 1・2・3・4 2

1

ドイツ語Ⅰ 1・2・3・4

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅰ 1・2・3・4
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専任に担当者を変更（23）
　担当　渡邉　毅（准教授）

伝統の心と技12　　 １・2・3・4 2

伝統の心と技11　　 1・2・3・4 2

伝統の心と技10　　 1・2・3・4 2

伝統の心と技９　 1・2・3・4 2

伝統の心と技８　 1・2・3・4 2

伝統の心と技７　 1・2・3・4 2

伝統の心と技６　 1・2・3・4 2

伝統の心と技５　 1・2・3・4 2

伝統の心と技４　 1・2・3・4 2

伝統の心と技３ 1・2・3・4 2

伝統の心と技２ 1・2・3・4 2

伝統の心と技１ 1・2・3・4 2

書道Ⅱ 2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

書道 2・3・4 2

書道Ⅰ 1

武道Ⅳ 2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

武道Ⅱ 2・3・4 2

武道Ⅲ 1

武道Ⅱ 1・2・3・4 1

　　教育課程充実のためセメ
　　スター分割再編の理由に
　　より科目を変更（22）

武道Ⅰ 1・2・3・4 2

　
伝
統
の
心
と
技

1

兼担担当者辞任の理由により、
教員を変更（21）
　担当　中松　豊（准教授）

自然科学史 1・2・3・4 2 1

自然地理学 1・2・3・4 2

環境地理学 1・2・3・4 2

林武美教授辞任の理由により、
教員を変更（21）
　担当　兼任教員

天文学 1・2・3・4 2 1

林武美教授辞任の理由により、
教員を変更（21）
　担当　兼任教員

物理学 1・2・3・4 2 1

化学 1・2・3・4 2

生物学 1・2・3・4 2

1自
然
と
科
学

数学 1・2・3・4 2

人権論 2・3・4 2

現代の課題 1・2・3・4 1

現代と教育 1・2・3・4 2 1

現代と健康 1・2・3・4 2

現代と福祉 1・2・3・4 2

心理学入門 1・2・3・4 2

統計学入門 1・2・3・4 2

社会学入門 1・2・3・4 2

経済学入門 1・2・3・4 2

政治学入門 1・2・3・4 2

現
代
と
生
活

法学（日本国憲法） 1・2・3・4 2

世界の思想 1・2・3・4 2

未開講
科目にて参加を義務付けていた行事
が平成23年度は開催されなくなった
ため（23）
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科目内容の見直し検討中のため
（23）

教員辞任等の理由により、教員を変
更（22）
　削除　掛本勲夫（教授）
　　　　大串兎紀夫（教授）
　担当　小孫康平（教授）
　　　　市田敏之（助教）

大串兎紀夫教授辞任の理由により、
教員を変更（22）
　担当　兼任講師

新任教員就任の理由により、教員を
変更（22）
　削除　市川千秋（教授）
　担当　有門秀記（准教授）

専任教員就任の理由により、教員を
変更（22）
　担当　小孫康平（教授）

担当教員の昇格（22）

届出時の誤記の理由により、

准教授数を０に修正（21）

学校心理学 2 2 1 1

0

児童心理学 2・3 2 1 1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）
担当教員の昇格（22）

幼児理解 2・3 1 1 1

3

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）

教育課程論（中等） 2・3 2 1

3

1 教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）
兼任講師の事情の理由により、教員
を変更（22）
　担当　市田敏之（助教）

教育課程論（初等）　 2・3 2

3

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）
専任教員就任の理由により、教員を
変更（22）
　担当　小孫康平（教授）

教育方法学（中等）　　 2・3 2 1

3

1教育方法学（初等）　 2・3 2

1
役職者の負担軽減の理由に
より、教員を変更（21）
　　　野々垣
　担当　古川明子（講師）
婚姻により改姓（22）

基
幹
科
目

教職論 2 2 1

教育心理学 2 2 1 1

生涯学習論 2 2 1

教育社会学 2 2

教育史 1 2 1

1

教育哲学 2 2 1

2 1教育学概論 1 2

　
専
門
科
目

　
基
礎
科
目

1

ボランティアⅡ　　 2・3・4 1

ボランティアⅠ　 2・3・4 1 1

インターンシップ　 2・3・4 1

生涯学習概論 2・3・4 2 1

ビジネス実践論 2・3・4 1

　
人
生
と
仕
事

人生と仕事 2・3・4 1

未開講
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担当教員の昇格（22）

科目充実の理由により、教員を追加
（22)
　担当　中條敦仁（助教）

今由佳里講師辞任の理由により、教
員を変更　※昨年度記載漏れ
　担当　兼任講師
専任教員就任のため、教員を変更
（22）
　担当　錦かよ子（教授）

担当教員の昇格（22）

担当科目配分の見直しにより、担当
者の変更（23）
　削除　小木曽一之（教授）
　担当　元塚敏彦（准教授）

担当教員の昇格（22）

担当教員の昇格（22）

担当教員の昇格（22）

科目充実の理由により、教員を追加
（22)
　担当　中條敦仁（助教）

1

児童社会 2・3 2 1

児童国語 2・3 2 1

言葉（指導法） 2・3 2 1 1

環境（指導法） 2・3 2

人間関係（指導法） 2・3 2 1 1

健康（指導法） 2・3 2 1 1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）
担当教員の昇格（22）

保育指導の方法 2・3 2 1 1

3

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）

保健体育科教育法Ⅱ 2・3 4 1

3

保健体育科教育法Ⅰ 2・3 4 1

造形表現（指導法） 2・3 2

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）

身体表現（指導法） 2・3 2

3

体育科教育法 2・3 2 1 1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）

家庭科教育法 2・3 2 1

3

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）

図画工作科教育法 2・3 2 1

1

3

音楽科教育法 2・3 2 1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より、配当年次を変更（21）

生活科教育法 2・3 2

3

担当可能な専任教員就任の理
由により、教員を変更（21）
　担当　中松　豊（准教授）

理科教育法　　　　　　 2・3 2 1

算数科教育法 2・3 2 1

社会科教育法 2・3 2 1

国語科教育法 2・3 2 1 1

保育原理 2・3 4 1 1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
担当教員の昇格（22）

保育内容総論 2・3 2 1 1

3

1
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深草正博教授の学部長就任の理由に
より、教員を変更（22）
　担当　兼任講師

担当教員の昇格（22）

片山靖富助教が准教授に昇格（23）

叶俊文教授が社会福祉学部改組に伴
う平成23年度の学舎統合時に移籍予
定のため、兼担から専任（教授）に
変更（22）

　　教育効果向上の理由により、
　　平成20年度より配当年次を
　　変更（21）

　　児童福祉法施行規則改正に
　　伴う科目変更（平成25年度
　　開講科目）、及び担当者を
　　専任に変更（23）
　　　担当　建部久美子
　　　　　　　　　（准教授）

社会福祉援助技術 2・3 2
3

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
児童福祉法施行規則改正に伴う科目
変更（平成25年度開講科目）、及び
担当者を専任に変更（23）
　担当　吉田明弘（准教授）

児童福祉 2・3 2 1

児童家庭福祉 3

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

社会福祉 2・3 2

3

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
担当教員の昇格（22）

運動学（運動方法学） 2・3 2 1 1

3

1

体育心理学 2・3 2 1

体育実技（水泳） 2・3 1 1

体育実技（球技） 2・3 2 1

体育実技（体操） 2・3 2 1

体育実技（陸上） 2・3 2 1 1

体育史 2・3 2 1

体育原理 2・3 2 1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
科目充実の理由により、教員を追加
（22)
　担当　元塚敏彦（准教授）
小木曽一之准教授が教授に昇格
（22）
科目充実の理由により、教員を追加
（23）
　担当　叶 俊文（教授）

児童体育 2・3 2 1 1

3 2

児童家庭 2・3 2 1

児童造形 2・3 2 1

1 今由佳里講師辞任の理由に
より、教員を変更（21）
　担当　西山嘉代子（教授）
西山嘉代子教授辞任の理由により、
教員を変更（22）
　担当　錦かよ子（教授）

児童音楽 2・3 2 1

児童生活

2・3 2 1

林武美教授辞任の理由により、
教員を変更（21）
　担当　中松　豊（准教授）

児童理科 2・3 2 1 1

児童算数 2・3 2 1

相談援助 3 1 1

保育相談支援 3 1 1
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担当教員の昇格（22）

片山靖富助教が准教授に昇格（23）

片山靖富助教が准教授に昇格（23）

担当教員の昇格（22）

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
担当教員の昇格（22）

バイオメカニクス 3・4 2 1 1

4

生理学 3・4 2 1 1

体育社会学 3・4 2 1

1

体育経営管理学 3・4 2 1

1

公衆衛生学 3・4 2 1

衛生学 3・4 2 1

生徒・進路指導論 3・4 2 1

特別活動の研究（中等） 3・4 2

特別活動の研究（初等） 3・4 2

道徳教育の研究（中等） 3・4 2 1

道徳教育の研究（初等） 3・4 2 1

保育内容の研究（造形表現） 3・4 2

保育内容の研究（身体表現） 3・4 2

体育科教育研究 3・4 2 1

家庭科教育研究 3・4 2 1

1美術科教育研究 3・4 2

1 今由佳里講師辞任の理由に
より、教員を変更（21）
　担当　未定
担当教員就任（22）
　担当　錦かよ子（教授）

音楽科教育研究 3・4 2 1

生活科教育研究 3・4 2

林武美教授辞任の理由により、
教員を変更（21）
　担当　中松　豊（准教授）

理科教育研究 3・4 4 1 1

数学科教育研究 3・4 2 1

1

社会科教育研究 3・4 2 1

国語科教育研究 3・4 2

小学校英語教育 3・4 2

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

国際理解教育 3・4 2

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

環境教育 3・4 2 1

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
担当者変更の理由により教員を変更
（23）
　削除　市川千秋（教授）
　担当　有門秀記（准教授）

教育相談（中等） 3・4 2 1 1

4

教育相談（初等） 3・4 2 1 1

学校経営学 3・4 2 1

1 教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

教育行政学 3・4 2

4

1 教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

教育法規 3・4 2

展
開
科
目

4
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片山靖富助教が准教授に昇格（23）

片山靖富助教が准教授に昇格（23）

科目充実の理由により、教員を追加
（22）
　担当　小木曽一之（教授）
　　　　中村哲夫（教授）
　　　　吉田直樹（教授）
　　　　元塚敏彦（准教授）

片山靖富助教が准教授に昇格（23）
科目充実の理由により、教員を追加
（23）
　担当　叶 俊文（教授）

教育課程充実の理由により、科目を
追加（22）
　担当　兼任講師

教育課程充実の理由により、科目を
追加（22）
　担当　兼任講師

教育課程充実の理由により、科目を
追加（22）
　担当　兼任講師

教育課程充実の理由により、科目を
追加（22）
　担当　中村哲夫（教授）
　　　　小木曽一之（教授）
　　　　元塚敏彦（准教授）

教育課程充実の理由により、科目を
追加（22）
　担当　長尾陽子（准教授）
　　　　片山靖富（助教）
片山靖富助教が准教授に昇格（23）

教育課程充実の理由により、科目を
追加（22）
　担当　片山靖富（助教）
片山靖富助教が准教授に昇格（23）

吉田明弘准教授が社会福祉学部改組
に伴う平成23年度の学舎統合時に移
籍予定のため、兼担から専任（准教
授）に変更（22）
児童福祉法施行規則改正に伴う科目
変更（平成25年度開講科目）（23）

乳児保育 3・4 2 1

小児保健 3・4 4 1

1

養護原理 3・4 2 1

1

体力の測定と評価 4 2 1

栄養と運動 4 2 1

トレーニング論 4 2 2 1

障害の予防と処置 3・4 2

検診と運動プログラム 3・4 2

1

健康学概論 3・4 2

1

体育実技（ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ） 3・4 1 3 1

体育実技（ゲーム） 3・4 2 1

1

体育実技（ダンス・舞踊） 3・4 2

学校保健 3・4 2 1

4 2

2

社会的養護

子どもの保健Ⅰ 3・4 4 1

子どもの保健Ⅱ 3・4 1 1

　　児童福祉法施行規則改正に
　　伴う科目変更（平成25年度
　　開講科目）、及び担当者変
　　更（23）
　　　削除　萩　吉康（教授）
　　　担当　野尻京子（准教授）
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児童福祉法施行規則改正に伴い、平
成23年度入学生カリキュラムより廃
止（23）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　栗原輝雄（教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　檜垣博子（教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　兼任講師

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　兼任講師

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　栗原輝雄（教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　山本智子（准教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　山本智子（准教授）
　　　　無藤賢治（兼任講師）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　栗原輝雄（教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　吉田明弘（准教授）
学舎統合に伴う担当者変更（23）
　削除　吉田明弘（准教授）
　追加　山本智子（准教授）

知的障害教育Ⅰ 2・3・4 2 1

障害児心理学 2・3・4 2 1

病弱児教育方法 3・4 2 1

障害児療育論 2・3・4 2 1

特別支援教育課程論 2・3・4 2 1

病弱児の心理・生理・病理 3・4 2

肢体不自由児の心理･生理･病理 2・3・4 2

知的障害児の心理・生理・病理 2・3・4 2 1

特別支援教育総論 2・3・4 2 1

養護内容 3・4 2 1 1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
担当者を専任に変更（23）
　担当　栗原輝雄（教授）

障害児保育 3・4 2 1

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
児童福祉法施行規則改正に伴う科目
変更（平成26年度開講科目）

家族援助論 3・4 2 1

家庭支援論 4

1精神保健 3・4 2

小児栄養 3・4 2 1 児童福祉法施行規則改正に伴う科目
変更（平成25年度開講科目）（23）

子どもの食と栄養

社会的養護内容 1
児童福祉法施行規則改正に伴う科目
変更（平成25年度開講科目）、及び
担当者変更（23）
　削除　萩　吉康（教授）
　担当　吉田明弘（准教授）
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社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　吉田明弘（准教授）
学舎統合に伴う担当者変更（23）
　削除　吉田明弘（准教授）
　追加　山本智子（准教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　栗原輝雄（教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　栗原輝雄（教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　山本智子（准教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　山本智子（准教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　兼任講師

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　兼任講師

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

日本の食育文化 3・4 2 1

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

伝統美術と教育 3・4 2 1

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
今由佳里講師辞任の理由に
より、教員を変更（21）
　担当　未定　兼任講師（23）

伝統音楽と教育 3・4 2 1 1

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
林武美教授辞任の理由により、
教員を変更（21）
　担当　未定　兼任講師（23）

日本の科学・技術の歩みと教育 3・4 2 1

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）
勝美芳雄准教授辞任の理由に
より、教員を変更（22）
　※昨年度記載漏れ
　担当　未定　兼任講師（23）

和算を使った数学教育 3・4 2 1

4

日本伝統文化教育論 3・4 2 1

教育に活かす書道 3・4 2

1家庭と教育 3・4 2

1 教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

神話教育 3・4 2

4

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

1神話の教育心理学 3・4 2

関
連
科
目

4

障害児指導法Ⅲ（教育課程等） 3・4 1

障害児指導法Ⅲ（心理等） 3・4 1

障害児指導法Ⅱ（教育課程等） 3・4 1 1

障害児指導法Ⅱ（心理等） 3・4 1 1

障害児指導法Ⅰ 3・4 2 1

特別支援教育授業論 3・4 2 1

知的障害教育Ⅱ 3・4 2 1

15



担当教員の昇格（22）

教育実習Ⅰ　　　　

学舎統合に伴い担当者変更（23）
　削除　萩　吉康（教授）
　担当　吉田明弘（教授）

学舎統合に伴い担当者変更（23）
　削除　萩　吉康（教授）
　担当　吉田明弘（教授）

学舎統合に伴い担当者変更（23）
　削除　萩　吉康（教授）
　担当　吉田明弘（教授）

児童福祉法施行規則改正に伴い、平
成23年度入学生カリキュラムより廃
止（23）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　栗原輝雄（教授）

社会福祉学部からの改組の理由によ
り、科目の追加（22）
　担当　栗原輝雄（教授）

教育課程充実のため科目を追加
（23）
　担当　元塚敏彦（准教授）

教育課程充実のため科目を追加
（23）
　担当　片山靖富（准教授）

特別支援教育実習 4 2 1

小児保健実習 3・4 1 1

保育所実習Ⅱ 3 2 1 1

保育実習事前事後指導 2 1 1

児童福祉施設等実習 3 2 1 1

1 1保育所実習Ⅰ 2 2

1 勝美芳雄准教授辞任の理由に
より、教員を変更（21）
　担当　市田敏之（助教）
田口鉄久准教授が教授に昇格（22）

教育実習事前事後指導 3・4 1 2 3
3 2

1

教育効果向上の理由により、平成20
年度より配当年次を変更（21）

介護等体験実習　　　　 3 1

2

1 1教育実習Ⅱ　　　　　 3・4 2

3・4 4 1 1

教育実習（幼稚園） 3・4 4 1 1 1

2

勝美芳雄准教授辞任の理由に
より、教員を変更（21）
　担当　未定
担当者数を変更したため、教員を追
加せず（23）

1実
習
科
目

教育実習（小学校） 3・4 4 2

武道と教育 3・4 2

3・4 1 1保育実習指導Ⅱ

保育実習指導Ⅰ（保育所） 2･3･4 1 1

保育実習指導Ⅰ（児童福祉施設等） 3・4 1 1

特別支援教育実習事前事後指導 4 1 1

健康運動施設等現場実習 3・4 1 1

教育観察実習 4 1 1

　　児童福祉法施行規則改正に
　　伴う科目変更（平成25年度
　　開講科目）、及び担当者変
　　更（23）
　　　削除　萩　吉康（教授）
　　　担当　吉田明弘（准教授）
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辞任、教授昇格及び開講クラス数の変更
の理由により、教員を変更（22）
　削除　萩　吉康（教授）
　　　　林　武美（教授）
　　　　松村勝順（教授）
　　　　松田典祀（教授）
　　　　大串兎紀夫（教授）
　　　　織田揮準（教授）
　　　　市川千秋（教授）
　　　　長尾陽子（准教授）
　　　　勝美芳雄（准教授）
　　　　今由佳里（講師）
　昇格　小木曽一之（教授）
　　　　田口鉄久（教授）
　　　　吉田直樹（教授）
　担当　小孫康平（教授）
　　　　錦かよ子（教授）
　　　　杉野裕子（准教授）
　　　　中松　豊（准教授）
　　　　有門秀記（准教授）
片山靖富助教が准教授に昇格（23）
開講クラス数変更の理由により教員を変
更（23）
　削除　掛本勲夫（教授）

辞任、教授昇格及び開講クラス数の変更
の理由により、教員を変更（22）
　削除　萩　吉康（教授）
　　　　林　武美（教授）
　　　　松村勝順（教授）
　　　　松田典祀（教授）
　　　　大串兎紀夫（教授）
　　　　織田揮準（教授）
　　　　市川千秋（教授）
　　　　長尾陽子（准教授）
　　　　勝美芳雄（准教授）
　　　　今由佳里（講師）
　昇格　小木曽一之（教授）
　　　　田口鉄久（教授）
　　　　吉田直樹（教授）
　担当　小孫康平（教授）
　　　　錦かよ子（教授）
　　　　杉野裕子（准教授）
　　　　中松　豊（准教授）
　　　　有門秀記（准教授）
片山靖富助教が准教授に昇格（23）

田口鉄久准教授が教授に昇格（22）
科目内容明確化のため科目の名称を
変更（22）

4
3

3
4教職実践演習（初等） 4 2

 3

教育研究演習Ⅱ 4 4 10 8 2

 10  8  2教育研究演習Ⅰ 3 4

2 3 辞任及び開講クラス数の変更の理由によ
り、教員を変更（21）
　削除　萩　吉康（教授）
　　　　林　武美（教授）
　　　　松村勝順（教授）
　　　　松田典祀（教授）
　　　　長尾陽子（准教授）
　　　　勝美芳雄（准教授）
　　　　今由佳里（講師）
　担当　杉野裕子（准教授）
　　　　中松　豊（准教授）
　　　　※昨年度記載漏れ

辞任、教授昇格及び開講クラス数の変更
の理由により、教員を変更（22）
　削除　大串兎紀夫（教授）
　　　　市川千秋（教授）
　昇格　小木曽一之（教授）
　　　　田口鉄久（教授）
　　　　吉田直樹（教授）
　担当　小孫康平（教授）
　　　　錦かよ子（教授）
　　　　有門秀記（准教授）

1

教育研究基礎演習 2 4 9 8

5 7

　
　
演
習
科
目

8 6

 8  6 1 2

7 7

7

 8  6 1 2
3

1
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辞任、教授昇格及び開講クラス数の変更
の理由により、教員を変更（22）
　削除　萩　吉康（教授）
　　　　林　武美（教授）
　　　　松村勝順（教授）
　　　　松田典祀（教授）
　　　　大串兎紀夫（教授）
　　　　織田揮準（教授）
　　　　市川千秋（教授）
　　　　長尾陽子（准教授）
　　　　勝美芳雄（准教授）
　　　　今由佳里（講師）
　昇格　小木曽一之（教授）
　　　　田口鉄久（教授）
　　　　吉田直樹（教授）
　担当　小孫康平（教授）
　　　　錦かよ子（教授）
　　　　杉野裕子（准教授）
　　　　中松　豊（准教授）
　　　　有門秀記（准教授）
片山靖富助教が准教授に昇格（23）

14

[  0 ] [ 46 ] [  0 ]

0 201

[ 46 ]

 3

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても，「（１）授業科目表」にはその状況を

　　　　反映させてください。（ただし、「（３）未開講科目」欄には記載する必要はありません）。

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

 2

科目

0 247

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

卒業研究 4 4 10  8

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画
　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　修正をしてください。

認　可　時　の　計　画

自　由 計

187

（２） 授業科目数

14 233

社会福祉学部の改組に伴う科目追加、
教育課程充実（共通科目のセメスター分割等を含
む）及び健康運動指導士資格取得における教育実習
の扱いが財団法人健康・体力づくり事業財団により
変更されたことに伴う科目追加
児童福祉法施行規則改正への対応による科目変更

必　修 選　択

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

備　　　　　　　　考
計

変　　更　　状　　況

必　修 選　択 自　由

　　　　で，前年度報告時（平成２２年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

 8  6 1 2
7
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ ボランティアⅡ 1 2･3･4 一般 選択
平成21年度から開講予定の認定科目であった
が、内容の再検討中のため、平成23年度にお
いても不開講とした。

２ 伝統の心と技１０ 2 1･2･3･4 一般 選択
科目にて参加を義務付けていた行事が平成23
年度は開催されなくなったため、代替措置を
検討中。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 精神保健 2 3・4 専門 選択
平成23年4月施行の児童福祉法施行規則改正
に伴う科目変更(23)

２ 小児保健実習 1 3・4 専門 選択
平成23年4月施行の児童福祉法施行規則改正
に伴う科目変更(23)

＝ 0.01
届出時の計画の授業科目数の計

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

【大学の所見】
　「ボランティアⅡ」の未開講について、学生に検討内容を説明し、理解を得ているため、学生への影響はないと思わ
れる。また、廃止した２科目は、児童福祉法施行規則改正に伴う科目変更のため学生の理解を得ており、学生への影響
はないと考える。
【学生への周知方法】
　履修要項に不開講を明記するとともに、履修指導時にも事情を説明し、学生からの理解を得ている。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

未開講科目と廃止科目の計

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
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備考

　　　大学全体

キャンパス統合による
変更（23）

第４年次 第５年次 第６年次

設備購入費
27,228千円
12,000千円

23,652千円
30,000千円

30,000千円

　　　大学全体

経費の見積もりについ
ては、決算額が確定し
たため（21）
納付金については、漸
増方式を廃止し、４年
間定額としたため
（21）
平成23年度予算が確定
したため（23）

図書購入費

－　　千円 －　　千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,005千円
960千円

1,005千円
990千円

1,005千円
1,020千円

1,005千円
1,050千円

(８) 教員１人当り研究費等 440千円 440千円
54,212千円
50,000千円

59,844千円
50,000千円

50,000千円

1,198千円
4,500千円

区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等
3,200千円
4,500千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等の経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

完成年度

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

5,361　　6,738 ㎡ 弓 道 場 198 ㎡ 武 道 場 210 ㎡

　　　大学全体

名張ｷｬﾝﾊﾟｽを名張市に
返還し、伊勢ｷｬﾝﾊﾟｽへ
統合（23）

4,058　　5,733 ㎡ 313　　467 席 545,000　　641,000冊
(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

（　　0〔　 0〕）
（　4,427）
（　2,982）
（　2,490）

（　　　　） （　　　　）

（　　　　）

計

－　〔　－　〕 －　〔　－　〕 －　〔　－　〕 － － －

（326,181〔28,198〕）
（267,359〔19,894〕）
（260,997〔16,556〕）

（5,916〔 146〕）
（5,338〔　95〕）

（5,916〔 146〕）
（5,338〔　95〕）

（　　0〔　 0〕）
（　4,427）
（　2,982）
（　2,490）

（　　　　）

点 点

教育学部

－　〔　－　〕 －　〔　－　〕 －　〔　－　〕 － － －

（326,181〔28,198〕）
（267,359〔19,894〕）
（260,997〔16,556〕）

　　申請学部全体
（図書館は文学部と共
用）

現代日本社会学部の開
設により共用学部を追
加（22）

名張ｷｬﾝﾊﾟｽを名張市に
返還し、伊勢ｷｬﾝﾊﾟｽへ
統合（23）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数 　　申請学部全体

改組による教員配置変
更（23）教育学部　教育学科

28
22

室

情報処理学習施設 語学学習施設

31室
36室

24室
　44室

32室
24室

3室
4室

1室
　2室

（補助職員　　人） （補助職員　　人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室

計 　　　大学全体
記念館が完成し、教室
として使用可能になっ
たため（21）
平成23年3月31日を
もって名張ｷｬﾝﾊﾟｽ校舎
を名張市に返還し、伊
勢ｷｬﾝﾊﾟｽへ統合（23）

31,495  34,443 ㎡
34,180 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
31,495  34,443 ㎡

34,180 ㎡

（　　34,180 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （　　34,180 ㎡）
(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

3,980 ㎡
12,356 ㎡

合　　　計
78,052  123,070 ㎡

131,446 ㎡
0 ㎡ 0 ㎡

78,052  123,070 ㎡
131,446 ㎡

そ　の　他
3,980 ㎡

12,356 ㎡
0 ㎡ 0 ㎡

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
59,059 ㎡
93,815 ㎡

 0 ㎡

運動場用地
15,013 ㎡
25,275 ㎡

0 ㎡

小　　　計
74,072 ㎡

119,090 ㎡
0 ㎡

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
　
　　　大学全体

届出時の数値に学生寮
の敷地面積が含まれて
いたため（21）

平成23年3月31日を
もって名張ｷｬﾝﾊﾟｽ校地
を名張市に返還し、伊
勢ｷｬﾝﾊﾟｽへ統合（23）

 0 ㎡
59,059 ㎡
93,815 ㎡

0 ㎡
15,013 ㎡
25,275 ㎡

0 ㎡
74,072 ㎡
119,090 ㎡

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（23）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」を

　　　　併せて提出してください。

３　施設・設備の整備状況，経費

（注）・　届出時の計画を，届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　いる場合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

文学部

　神道学科 4 70 － 280
学士

（文学） 1.17 昭和52年度

　国文学科 4 80 － 320
学士

（文学） 1.33 昭和37年度

　国史学科 4 80 － 320
学士

（文学） 1.20 昭和37年度

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 80 － 320
学士

（文学） 0.99 平成12年度

社会福祉学部

　社会福祉学科 4 － － －
学士

（社会福祉
学）

－ 平成10年度

教育学部

　教育学科 4 210 － 788
学士

（教育学） 1.24 平成20年度

現代日本社会学部

　現代日本社会学科 4 100 － 400
学士

（現代日本
社会学）

1.12 平成22年度

三重県伊勢市神田
久志本町1704番地

平成22年4月より
社会福祉学部を改
組

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　・　届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期

　　　　大学において専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

４　既設大学等の状況

　皇　學　館　大　学

三重県伊勢市神田
久志本町1704番地

三重県名張市春日
丘7番町1番地

平成22年より学生
募集停止

三重県伊勢市神田
久志本町1704番地

平成22年より(12)
定員増
社会福祉学部から
定員振替
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　平成21年3月

　林武美教授辞任のため

　平成21年度より担当者

　の変更（21）

　「日本の科学・技術の歩み　

　と教育」は平成23年度開講　

　科目のため担当者検討中

　（21）（22）

　担当者の変更（23）

　平成22年3月

　為永辰郎講師辞任のため

　平成22年度より担当者

　の変更（22）

教職実践演習
卒業研究

教育研究演習Ⅱ
教育研究演習Ⅰ

教育実習事前事後指導

教育研究基礎演習

教育実習Ⅱ教育実習Ⅱ
教育実習Ⅰ

教育実習（幼稚園）

学校経営学 平成21年度より「教育研究基礎演
習」等の担当科目を削減。他に担
当者がいるため、支障はない
（22）
※昨年度記載漏れ

生徒・進路指導論

教育実習（小学校）

教育実習（幼稚園）

教育実習事前事後指導

教育実習Ⅰ

生徒・進路指導論

教育実習（小学校）

専 教授
松村　勝順
（　）

平成20年4月

学校経営学

教育研究演習Ⅰ 卒業研究
教育研究演習Ⅱ

兼任 講師
宮崎　冴子

（　）
平成22年4月

生涯学習概論
卒業研究 生涯学習論

初学び（入門演習） 平成22年3月
大串兎紀夫教授辞任のため平成22
年度より担当者の変更（22）

生涯学習概論 教育学概論
教育学概論 教育研究基礎演習

生涯学習論 教育研究演習Ⅰ
教育研究基礎演習 教育研究演習Ⅱ専 教授

大串　兎紀夫
（　）

平成20年4月

初学び（入門演習）

専 教授
小孫　康平

（　）
平成22年4月

平成22年3月
織田揮準教授辞任。他に担当者が
いるため支障はない（22）

教育研究演習Ⅱ

卒業研究

教育研究演習Ⅰ

専 教授
織田 揮準
（　）

平成20年4月

平成22年4月 天文学兼任 講師
伊藤　信成

（　）

平成23年4月
日本の科学・技術の歩

みと教育兼任 講師
後任未定

尾坂知江子
（　）

平成21年4月 天文学卒業研究

教育研究演習Ⅱ

兼任 講師
為永　辰郎

（　）

平成21年4月

物理学

教育研究基礎演習 児童理科
教育研究演習Ⅰ 理科教育研究

日本の科学・技術の歩
みと教育

兼任 講師
内田　富儀

（　）

平成21年4月

初学び（入門演習）

物理学 教育研究基礎演習

天文学 教育研究演習Ⅰ

児童理科 教育研究演習Ⅱ

理科教育研究 卒業研究

初学び（入門演習）

専 准教授
中松　豊
（　）

専 教授
林 武美
（　）

平成20年4月

教育研究演習Ⅱ

卒業研究

教育研究演習Ⅰ

教育研究基礎演習

小児保健実習
保育所実習Ⅱ
小児保健実習

保育所実習Ⅱ

児童福祉施設等実習

保育実習事前事後指導保育実習事前事後指導

養護内容
保育所実習Ⅰ 保育所実習Ⅰ
養護内容

精神保健
家族援助論 家族援助論

小児保健 平成21年度より「教育研究基礎演
習」等の担当科目を削減。他に担
当者がいるため、支障はない
（22）
※昨年度記載漏れ

乳児保育 乳児保育
精神保健

小児保健

専 教授
萩　吉康
（　）

平成20年4月
児童福祉施設等実習

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

５　教員組織の状況

＜教育学部　教育学科＞

（１） 担当教員表
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「ボランティアⅠ」の担当

者を平成21年度より変更

（21）

「教職論」の担当者を

平成21年度より変更

（21）

婚姻により改姓（22）

「総合演習」　の充実を図り、

平成21年度よりクラス数を

増やしたため担当科目を

追加（21)

トレーニング論
教育課程の充実のため、科目を追
加（22）

「体育実技（ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ）」
の充実を図り、担当者を追加
（22）

体育実技（ｽｷｰ・ｽ
ﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ）

教育研究演習Ⅱ

卒業研究
総合演習

教育研究演習Ⅰ

教育研究基礎演習

体育経営管理学

体育社会学

体育実技（球技）

体育原理

初学び（入門演習）

専 教授
中村　哲夫
（　）

平成20年4月

体育史

平成22年4月 児童生活
「児童生活」の担当者を平成22年
度より変更（22）兼任 講師

 中西　正嗣
　 （　）

教職実践演習（初等）
平成22年度より科目名変更（22）

卒業研究
教職実践演習
教育研究演習Ⅱ
教育研究演習Ⅰ

日本伝統文化教育論

教育研究基礎演習

社会科教育研究
環境教育

児童社会
児童生活

社会科教育法

初学び（入門演習）

専 教授
深草 正博
（　）

平成20年4月

平成22年4月 教育学概論
「教育学概論」の担当者を平成22
年度より変更（22）専 助教

 市田　敏之
　 （　）

専 講師
 野々垣
 古川　明子
　 （　）

平成21年4月 教職論

卒業研究

教育研究演習Ⅰ
教育研究演習Ⅱ

教育課程論（中等）

教育研究基礎演習

教育研究演習Ⅱ

卒業研究教職論
教育史

教育課程論（中等）

初学び（入門演習）

教育学概論

専 教授
掛本 勲夫
（　）

平成20年4月

平成22年4月

初学び（入門演習）

教育史

神話の教育心理学

専 准教授
有門　秀記

（　）

教育研究基礎演習

教育研究演習Ⅰ
教育研究演習Ⅱ

卒業研究

教育相談（中等）

神話の教育心理学

平成22年4月

皇学 市川千秋教授が平成22年度より特
別教授に任用替えとなったため、
担当科目を変更（22）

初学び（入門演習） 学校心理学
教育心理学 専 教授 教育相談（中等）

学校心理学

担当者を平成22年度より変更
（22）

専 教授
市川 千秋
（　）

平成20年4月

皇学

市川 千秋
（　）

平成21年4月 ボランティアⅠ

専 助教
中條　敦仁

（　）
平成22年4月

皇学
児童国語

専 教授
中村　哲夫

（　）

卒業研究

教育研究演習Ⅱ

教職実践演習

教育研究演習Ⅰ

「教職実践演習」の区分を明確に
するために科目名を変更
（22）

教育実習事前事後指導

教育研究基礎演習

教職実践演習（初等）

教育実習（小学校）

児童国語

教育実習（小学校）

国語科教育法 教育実習事前事後指導

国語科教育法 平成21年度より客員教授に任用替
えのため、「教育研究基礎演習」
等の担当科目を削減。他に担当者
がいるため、支障はない（22）※
昨年度記載漏れ

初学び（入門演習） 児童国語
ボランティアⅠ

皇学

専 教授
松田　典祀
（　）

平成20年4月

平成22年度より新規採用。担当科
目を市川千秋教授から一部変更
（22）
平成23年4月より「教育相談（中
等）」の担当者を変更（23）

教育心理学
教育研究基礎演習

平成23年4月
客員教授となったため担当科目を
変更（23）

教育研究演習Ⅰ
教育研究演習Ⅱ

教育相談（中等）

卒業研究
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平成22年4月昇格（22）

　平成21年3月

　勝美芳雄准教授辞任の

　ため平成21年度より

　担当者の変更（21）

平成24年度開講科目のため、担当
者を引き続き検討中（22）

担当者変更（23）
※他の科目は担当者数を減らして
対応

教育実習（小学校）

卒業研究
後任未定
深川　英俊

（　）
兼任

 和算を使った数学教育

卒業研究
教育研究演習Ⅰ

専 助教
市田　敏之

（　）
平成21年4月 教育実習事前事後指導教育研究演習Ⅱ

教職実践演習

教育研究基礎演習

教育実習（小学校） 教育研究演習Ⅰ
教育実習事前事後指導 教育研究演習Ⅱ

平成21年4月

初学び（入門演習）

数学 数学
算数科教育法 算数科教育法
児童算数 児童算数

数学科教育研究 数学科教育研究

初学び（入門演習）

専 准教授
杉野　裕子

（　）
和算を使った数学教育

教育研究基礎演習専 准教授
勝美　芳雄
（　）

平成20年4月

トレーニング論
教育課程の充実のため、科目を追
加（22）

「体育実技（ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ）」
の充実を図り、担当者を追加
（22）

体育実技（ｽｷｰ・ｽ
ﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ）

卒業研究

教育研究演習Ⅱ

教職実践演習

教育研究演習Ⅰ

教育研究基礎演習

教育実習Ⅱ
教育実習事前事後指導

教育実習Ⅰ
体育科教育研究

保健体育科教育法Ⅱ

体育実技（体操）

保健体育科教育法Ⅰ

専 准教授
元塚　敏彦
（　）

平成21年4月

初学び（入門演習）

卒業研究

教育研究演習Ⅰ
教育研究演習Ⅱ

教育研究基礎演習

伝統美術と教育

児童造形
美術科教育研究

図画工作科教育法

初学び（入門演習）

専 准教授
加藤　茂外次

（　）
平成20年4月

教育研究演習Ⅱ

教職実践演習

教育研究演習Ⅰ

教育実習事前事後指導

教育研究基礎演習

教育実習（幼稚園） 教授
言葉（指導法）

健康（指導法）
人間関係（指導法）

保育指導の方法
保育原理

保育内容総論

専 准教授
田口　鉄久
（　）

平成20年4月

初学び（入門演習）

栄養と運動 教育課程の充実のため、科目を追
加（22）教育研究演習Ⅱ

卒業研究

教育研究演習Ⅰ

日本の食育文化
教育研究基礎演習

日本の食育文化
小児栄養

家庭科教育研究
児童家庭

家庭科教育法
平成21年度より「教育研究基礎演
習」等の担当科目を削減。他に担
当者がいるため、支障はない
（22）
※昨年度記載漏れ

児童家庭
家庭科教育研究

小児栄養

総合演習
「総合演習」の担当者を平成22年
度より変更（22）

専 准教授
長尾　陽子
（　）

平成21年4月

家庭科教育法

専 准教授
有門　秀記

（　）
平成22年4月

卒業研究

専
平成23年4月　社会福祉学部改組
による学舎統合のため担当者変更
（23）

教授
檜垣　博子

（　）
平成24年4月 保育原理

教職実践演習
平成23年4月講師
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平成22年4月昇格（22）

平成22年4月昇格（22）

　平成21年3月

　今由佳里講師辞任のため

　平成21年度より担当者の

　変更（21）

　後任未定の科目は、

　平成22年4月から専任教員

　採用予定にて公募中

　（21）

平成22年3月
西山嘉代子教授辞任のため、平成
22年度より新規採用し担当者を変
更（22）

平成22年3月
大串兎紀夫教授辞任のため、平成
22年度より担当者を変更（22）

平成23年4月
担当者を変更（23）

平成22年3月

婚姻により改姓（22）

卒業研究

教育研究演習Ⅰ
教育研究演習Ⅱ

初学び（入門演習）

教育研究基礎演習 野々垣明子

教育学概論
教育哲学

専 講師
古川　明子
（　）

卒業研究

音楽科教育法
児童音楽

兼任 講師
中井　智也

（　）
平成23年4月 伝統音楽と教育

教育研究演習Ⅰ
平成22年4月 教育研究演習Ⅱ

伝統音楽と教育
教育研究基礎演習

初学び（入門演習）

音楽科教育研究
卒業研究

専 教授

後任未定

錦　かよ子
（　）

平成21年4月 音楽科教育法教育研究演習Ⅰ
教育研究演習Ⅱ

教育研究基礎演習

兼任 講師
井上　ヒロミ

（　）

音楽科教育研究
伝統音楽と教育

児童音楽
専

教授
大串　兎紀夫

（　）

平成21年4月 児童音楽教授
西山　嘉代子

（　）

総合演習
音楽科教育法

初学び（入門演習）

専

専 講師
今　由佳里
（　）

平成20年4月

体育科教育法

体育実技（ｽｷｰ・ｽ
ﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ）

准教授
元塚　敏彦

（　）

卒業研究

教育研究演習Ⅰ
教育研究演習Ⅱ

教育研究基礎演習

バイオメカニクス

運動学（運動方法学）

生理学 教授

体育実技（陸上）

体育科教育法

初学び（入門演習）

専 准教授
小木曽　一之

（　）
平成20年4月

児童体育

教育研究演習Ⅱ

卒業研究

教育研究演習Ⅰ

教育研究基礎演習 教授

児童心理学
教育相談（初等）

幼児理解

初学び（入門演習）

専 准教授
吉田　直樹
（　）

平成20年4月

現代と教育兼任 講師
渡邉  毅
（　）

平成20年4月

教職実践演習
卒業研究

教育研究演習Ⅱ
教育研究演習Ⅰ

教育研究基礎演習

道徳教育の研究（中等）

家庭と教育

現代と教育

専 准教授
渡邉  毅
（　）

平成22年4月

初学び（入門演習）

道徳教育の研究（初等）

専

「体育実技（ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ）」
の充実を図り、担当者を追加
（22）

平成23年4月
平成23年4月
担当者を変更（23）

平成21年4月 総合演習

専 准教授
渡邉　毅
（　）

平成22年4月 総合演習

25



平成23年4月昇格（23）

　「総合演習」の充実を

　図り、平成20年度より

　クラス数を追加したため

　担当科目を追加（21）

平成22年度より担当科目
追加(22）

科目の充実を図るため、

「伝統の心と技11」の担当

者の変更（21）

担当辞退（21）

「古文」は他に担当教員が

1名いるため支障はない

古文兼担 教授
島原　泰雄
（　）

平成20年4月

伊勢学兼担 教授
高倉　一紀
（　）

平成20年4月

伊勢学兼担 教授
上野　秀治
（　）

平成20年4月

伊勢学兼担 教授
半田　美永
（　）

平成20年4月

伊勢学兼担 教授
深津　睦夫
（　）

平成20年4月

伝統の心と技１０兼担 教授
岡田　登
（　）

平成20年4月
伊勢学

伊勢学兼担 教授
井後　政晏
（　）

平成20年4月

伝統の心と技11
ボランティアⅡ

兼任 講師
中村　立夫

（　）
平成21年4月 伝統の心と技11

古文Ⅰ
古文Ⅱ

兼担 教授
本澤　雅史
（　）

平成20年4月

皇学

平成23年4月 伊勢学

兼担 教授
橋本 雅之
（　）

平成20年4月 皇学

神道

伊勢学

兼担 教授
清水　潔
（　）

兼担 教授
伴　五十嗣郎

（　）
平成20年4月

教育課程の充実のため、科目を追
加（22）

栄養と運動
体力の測定と評価

平成21年4月 総合演習
卒業研究

教育研究演習Ⅱ
教育研究演習Ⅰ

体育実技（ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ)

教育研究基礎演習 准教授

体育実技（ゲーム）

学校保健

衛生学
公衆衛生学

体育実技（水泳）

専 助教
片山　靖富
（　）

平成20年4月

初学び（入門演習）

卒業研究

教育研究演習Ⅱ

教職実践演習

教育研究演習Ⅰ

教育研究基礎演習

教育行政学
教育実習（幼稚園）

教育法規

専 助教
市田　敏之
（　）

平成21年4月

初学び（入門演習）

文章入門兼任 講師
中條　敦仁
（　）

平成20年4月

国語科教育法
「国語科教育法」の充実を図り、
担当者を追加（22）

教育研究演習Ⅱ

卒業研究

教育研究演習Ⅰ

教育研究基礎演習

国語科教育研究

神話教育

文章入門

専 助教
中條　敦仁
（　）

平成21年4月

初学び（入門演習）

　　平成23年3月学長任期満了
　　により交代のため、担当
　　科目変更（23）
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「インターンシップ」の

充実を図るため、担当科目

追加（21）

社会学入門

総合演習

兼担 教授
森　真一
（　）

平成20年4月

インターンシップ

小学校英語教育

外国語Ⅰ

英語資格Ｃ

英語資格Ｂ

兼担 教授
豊住　誠
（　）

平成22年4月

英語資格Ａ

日本の思想

総合演習兼担 教授
松浦　光修
（　）

平成20年4月

皇学

法学（日本国憲法）兼担 教授
富永　健
（　）

平成20年4月

平成23年4月

体育心理学
体育実技（ｽｷｰ・ｽ

ﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ）
初学び

児童体育

平成23年度より社会福祉学部改組
による学舎統合により移籍予定
他の担当科目未定（22）

平成23年4月
科目充実のため担当科目追加
（23）

体育心理学

兼担 教授
叶　俊文
（　）

平成21年4月 専

総合演習兼担 教授
新田　均
（　）

平成21年4月

インターンシップ

専
笠原　正嗣

（　）
平成23年4月 インターンシップ

インターンシップ 専 准教授
田浦　雅徳

（　）
平成21年4月

環境地理学

自然地理学 自然地理学

環境地理学

兼担 教授
外山　秀一

（　)
平成20年4月

言語学
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ

言語学

「ドイツ語Ⅰ」「ドイツ語Ⅱ」を
科目充実のためセメスター分割
（22）

兼担 教授
山田　やす子

（　）
平成20年4月

ドイツ語Ⅰ

平成22年3月、太田正己教授辞任
のため、担当者検討中
※平成23年度開講科目（22）

平成23年4月　就任（23）

障害児保育 専 教授 平成23年4月 障害児保育兼担 教授
太田　正己
（　）

平成20年4月

神道兼担 教授
白山　芳太郎

（　）
平成20年4月

平成21年4月 英会話Ⅰ

平成21年3月、ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｯﾀｰ教授辞
任のため、平成21年度より担当者
の変更（21）

平成21年9月、ﾏﾙﾃｨﾝｽ･ｵｺﾝ・ｴﾌｨｵﾝ
講師が担当辞退のため、担当者の
変更と担当科目の追加（22）
平成23年4月　担当科目追加
（23）

英会話Ⅰ

兼任 講師
ｻﾐｭｴﾙ･ｱﾈｽﾘｰ

（　）
平成21年10月

英会話Ⅰ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

英会話Ⅱ

兼担 教授
ジョン　ポッタ－

（　）
平成20年4月

兼任 講師
ﾏﾙﾃｨﾝｽ･ｵｺﾝ･ｴ

ﾌｨｵﾝ
（　）

日本の歴史兼担 教授
清水　潔
（　）

平成20年4月

介護等体験実習兼担 教授
宮城　洋一郎

（　）
平成21年4月

人権論

武道Ⅰ
武道Ⅱ
武道Ⅲ
武道Ⅳ

武道と教育

「武道Ⅰ」「武道Ⅱ」を科目充実
のためセメスター分割
（22）

武道Ⅱ（柔道）

武道と教育

武道Ⅰ（柔道）

兼担 教授
増井　節郎
（　）

平成20年4月

平成21年4月
平成21年3月、松岡武夫教授辞任
のため、平成21年度より担当者の
変更（21）

自然科学史 自然科学史兼担 教授
松岡　武夫
（　）

平成20年4月 専 准教授
中松　豊
（　）

教授

「インターンシップ」を就職委員
長が担当するため委員長交代に伴
い平成21年度より変更（21）

平成23年4月
就職委員長改選のため「インター
ンシップ」の担当者変更（23）

後任未定
栗原　輝雄

（　）
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平成21年度昇任（21）

平成20年度昇任（21）

平成23年4月　昇格（23）

平成20年度昇任（21）

平成21年度昇任（21）

平成21年度昇任（21）

平成22年度のみ産休のため担当者
変更(22）

平成23年4月　職場復帰のため担
当者変更(22）

平成23年4月 教育社会学兼担 准教授
藤井　恭子

（　）

教育社会学

兼担 講師
藤井　恭子
（　）

平成21年4月

准教授

漢文Ⅰ
漢文Ⅱ

外国語Ⅱ
世界の思想

「古文」を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

外国語Ⅱ

世界の思想

漢文

兼担 講師
松下　道信
（　）

平成20年4月

英会話Ⅰ

川村　一代 共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編（22）

平成23年4月から、科目のクラス
数再編のため担当科目変更（23）
婚姻により改姓（23）
※昨年度報告漏れ

皇学
英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

英語総合Ⅰ
英語総合Ⅱ

英語資格対策Ⅰ
英語資格対策Ⅱ

英語Ⅰ 准教授

英語Ⅱ

兼担 講師
打田　一代
（　）

平成20年4月

皇学

皇学
古文Ⅰ
古文Ⅱ

日本の文学

「古文」を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

古文

日本の文学

兼担 講師
中川　照将
（　）

平成20年4月

皇学

皇学兼担 講師
多田　誠
（　）

平成20年4月

介護等体験実習 教授兼担 准教授
山上　賢一
（　）

平成20年4月

特別活動の研究（初等）

政治学入門 教授兼担 准教授
山中　優
（　）

平成20年4月

総合演習

総合演習兼担 准教授
小田川  理絵

（　）
平成21年4月

養護原理 専
平成23年度より社会福祉学部改組
による学舎統合により移籍予定
他の担当科目未定（22）

平成23年4月

児童福祉

兼担 准教授
吉田　明弘
（　）

平成21年4月

「情報処理Ⅰ」を科目充実のため
セメスター分割し再編
（22）
平成22年度に昇格（22）

情報処理Ⅰ 教授
兼担 准教授

張　磊
（　）

平成20年4月

教授

教育に活かす書道
書道Ⅰ
書道Ⅱ

教育に活かす書道

「書道」を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

兼担 准教授
上小倉　一志

（　）
平成21年4月

書道

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編
（22）

英会話Ⅱ
兼担 准教授

ジョン・ダイクス
（　　）

平成20年4月

英会話Ⅰ

伊勢学兼担 准教授
齋藤　平
（　）

平成20年4月

皇学兼担 准教授
松本　丘
（　）

平成20年4月

伝統の心と技９ 教授兼担 准教授
大島　信生
（　）

平成20年4月

皇学

平成22年4月 教育社会学

社会福祉援助技術

相談援助

保育相談支援

平成23年4月

情報処理Ⅰ（基礎）
情報処理Ⅱ（応用）

兼任 講師
伊藤　直美

（　）

皇学
神道

平成23年4月
科目充実のため「神道」の担当者
を追加（23）

兼担 准教授
守本　友美
（　）

平成21年4月 社会福祉援助技術

兼担 准教授
建部　久美子

（　）

平成23年4月、担当者変更（23）
平成23年4月の児童福祉法施行規
則改正に伴い、科目変更（平成25
年度開講科目）（23）
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平成21年度昇任（21）

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

平成21年3月、紀平美智子

講師辞任のため、平成21年

度より担当者の変更（21）

「英語Ⅰ」を科目充実のためセメ
スター分割し再編
（22）

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編
（22）

平成21年度より自己都合の

ため担当を辞退。担当者は

他に３名いるため支障は

ない（21）

情報処理Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

兼任 講師
下村  勉
（　）

平成20年4月

英会話Ⅰ

「英会話Ⅰ」の充実を図りクラス
数を増やしたため担当科目追加
（21）

英語Ⅱ

兼任 講師
西尾  吉成
（　）

平成20年4月

武道Ⅰ
武道Ⅱ

「武道Ⅰ」を科目充実のためセメ
スター分割
（22）

武道Ⅰ（薙刀）

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ

兼任 講師
福田  啓子
（　）

平成20年4月

英語Ⅰ 兼任 講師 平成21年4月 英語Ⅰ

兼任 講師
紀平　美智子

（　）
平成20年4月

駒田　ゆき子
（　）

化学兼任 講師
野本　健雄
（　）

平成20年4月

生活科教育研究兼任 講師
中西　正嗣
（　）

平成21年4月

現代と健康兼任 講師
樋廻　博重
（　）

平成20年4月

平成22年4月

造形表現（指導法）
平成22年3月、土嶋敏夫講師辞任
のため、平成22年度より担当者の
変更（22）

保育内容の研究（造形表現） 兼任 講師 保育内容の研究（造形表現）兼任 講師
土嶋　敏夫
（　）

平成21年4月

造形表現（指導法）

釆睪　真澄
（　）

特別活動の研究（中等）兼任 講師
岡  眞勝
（　）

平成22年4月

環境（指導法） 兼任 講師 平成23年4月 環境（指導法）
清水　京子

（　）
兼任 講師

市川　雄二
（　）

平成21年4月

「武道Ⅰ」を科目充実のためセメ
スター分割
（22）

武道Ⅰ
武道Ⅱ

平成22年3月
古坂紘一講師辞任のため
平成22年度より担当者変更（22）

哲学 兼任 講師 平成22年4月 哲学

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ

兼任 講師
古坂　紘一
（　）

平成20年4月
遠山　敦
（　）

平成21年3月、田中豊穣講師辞任
のため、平成21年度より担当者の
変更（21）

英語Ⅰ 兼任 講師 平成21年4月 英語Ⅰ
兼任 講師

田中  豊穣
（　）

平成20年4月
西尾 吉成
（　）

社会福祉 准教授

張　　磊
（　）

平成23年4月

兼担 講師
榎本　悠孝
（　）

平成20年4月

現代と福祉

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

平成23年4月
学舎統合により担当者変更（23）

情報処理Ⅱ(ﾈｯﾄﾜｰｸ)

情報処理Ⅲ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ) 兼担 教授

兼担 講師
前田　至剛
（　）

平成20年4月

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅲ（ﾈｯﾄﾜｰ
ｸ）

情報処理Ⅳ（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ）

情報処理Ⅰ（基礎）
情報処理Ⅱ（応用）
情報処理Ⅲ（ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ）
情報処理Ⅳ（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ

ﾝｸﾞ）

兼任 講師
川口　正人
（　）

平成20年4月 武道Ⅰ（剣道）
吉川　孝男

（　）

平成23年3月、市川雄二講師が担
当事態のため、平成23年度より担
当者の変更（23）

武道Ⅰ
武道Ⅱ

平成23年3月、川口正人講師が退
任のため、平成23年度より担当者
の変更（23）

兼任 講師 平成23年4月
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該当分野の専任教員が就任

のため、平成21年度より

担当者の変更（21）

「理科教育法」については

科目を担当可能な専任教員

が就任のため、平成21年度

より担当者の変更（21）

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編
（22）

日本の民俗兼任 講師
濱千代  早由美

（　）
平成20年4月

情報処理Ⅰ（基礎）
情報処理Ⅱ（応用）

「情報処理Ⅰ」を科目充実のため
セメスター分割し再編
（22）

情報処理Ⅰ

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
英語資格対策Ⅰ
英語資格対策Ⅱ

兼任 講師
田畑  忍
（　）

平成20年4月

英語Ⅲ
「英語Ⅱ」の充実を図りクラス数
を増やしたため担当科目の追加
（21）

英語Ⅱ

兼任 講師
伊藤　ひさみ

（　）
平成20年4月

英語Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編
（22）

英語Ⅱ兼任 講師
橋爪  仙彦
（　）

平成20年4月

平成21年4月
該当分野の専任教員が就任のた
め、平成21年度より担当者の変更
（21）

生物学 生物学専 准教授
中松　豊
（　）

兼任 講師
西村　訓弘
（　）

平成20年4月

専 准教授
中松　豊
（　）

平成21年4月 理科教育法

理科教育研究

児童理科

兼任 講師
平賀　伸夫
（　）

平成21年4月
理科教育法

漢文
漢文Ⅰ
漢文Ⅱ

「漢文」を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

兼任 講師
永瀬　伊織
（　）

平成20年4月

書道Ⅰ
書道Ⅱ

「書道」を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

書道兼任 講師
岡野  央
（　）

平成21年4月

教育方法学（初等）

教育方法学（中等） 専 教授 平成22年4月 教育方法学（中等）兼任 講師
須曽野　仁志

（　）
平成22年4月

教育方法学（初等）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編
（22）

英語Ⅳ兼任 講師
楠田  英子
（　）

平成20年4月

英語Ⅱ

体育実技（ﾀﾞﾝｽ・舞踊）兼任 講師
後藤  洋子
（　）

平成22年4月

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を科目充実
のためセメスター分割
（22）

英語Ⅱ兼任 講師
山川　茂俊
（　）

平成20年4月

英語Ⅰ

保育内容の研究（身体表現）

身体表現（指導法）

兼任 講師
松田  秀子
（　）

平成20年4月

平成21年4月

児童理科

理科教育研究 理科教育研究

児童理科

専 准教授
中松　豊
（　）

兼任 講師
後藤  太一郎

（　）
平成21年4月

中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

「中国語Ⅰ」「中国語Ⅱ」を科目
充実のためセメスター分割
（22）

兼任 講師
高    潤生
（　）

平成20年4月

中国語Ⅰ

情報処理Ⅰ（基礎）
情報処理Ⅱ（応用）

「情報処理Ⅰ」を科目充実のため
セメスター分割し再編
（22）

情報処理Ⅰ兼任 講師
宇田  紀之
（　）

平成20年4月

フランス語Ⅱ
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ
フランス語Ⅲ
フランス語Ⅳ

「フランス語Ⅰ」「フランス語
Ⅱ」を科目充実のためセメスター
分割
（22）

兼任 講師
青木  幸美
（　）

平成20年4月

フランス語Ⅰ

ポルトガル語Ⅰ
ポルトガル語Ⅱ
ポルトガル語Ⅲ
ポルトガル語Ⅳ

国際理解教育

「ポルトガル語Ⅰ」「ポルトガル
語Ⅱ」を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

ポルトガル語Ⅱ

国際理解教育兼任 講師
伊達ｴﾘﾝﾀﾞ幸江

（　）
平成20年4月

ポルトガル語Ⅰ

小孫　康平
（　）

平成22年4月より就任のため科目
担当（23）
※昨年度報告漏れ
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平成21年3月、栗原剛講師が

辞任のため、平成21年度より

担当者の変更（21）

平成21年3月、山中隆雄講師

が辞任のため、平成21年度

より担当者の変更（21）

平成21年3月、笠井三重子講師が
辞任。他に1名担当者がいるため
支障はない（21）

伝統の心と技１兼任 講師
 笠井　三重子

（　）
平成20年4月

現代の課題兼任 講師
田村　圭司
（　）

平成20年4月

伊勢学兼任 講師
西村　尚美
（　）

平成20年4月

伊勢学兼任 講師
西根　清美
（　）

平成20年4月

伊勢学 兼担 助教 平成21年4月 伊勢学
大平　和典

（　）
兼任 講師

山中　隆雄
（　）

平成20年4月

伊勢学 兼任 講師 平成22年4月
鈴木　健一

（　）

平成22年4月
伊勢市長交代のため平成22年度よ
り担当者変更

伊勢学兼任 講師
森下　隆生
（　）

平成20年4月

田中　英道
（　）

皇学 兼任 講師 平成21年4月 皇学兼任 講師
栗原　　剛
（　）

平成20年4月

平成21年3月、鍵山秀三郎講師が
辞任のため、平成21年度より担当
者の変更（21）

皇学 兼任 講師 平成21年4月 皇学兼任 講師
鍵山　秀三郎

（　）
平成20年4月

勝岡　寛次
（　）

皇学兼任 講師
加藤　十八
（　）

平成20年4月

平成22年3月
西山嘉代子教授が辞任のため平成
22年度より担当者変更（22）

皇学 専 教授 平成22年4月 皇学兼任 講師
西山　嘉代子

（　）
平成20年4月

錦　かよ子
（　）

皇学

平成22年4月より、本間一誠講師
が担当可能となったため、担当者
の変更（22）

皇学

兼任 講師
渡部　年晴
（　）

平成20年4月

兼任 講師
本間　一誠

（　）
平成20年4月

平成21年3月、本間一誠講師辞任
のため平成21年度より担当者の変
更（21）

兼任 教授 平成21年4月 皇学

兼任 講師
本間　一誠
（　）

平成20年4月 皇学

宮川　泰夫
（　）

保健体育科教育法Ⅱ

保健体育科教育法Ⅰ

兼任 講師
野村　和雄
（　）

平成21年4月

平成22年4月 生活科教育法
平成22年3月、榊原溥講師が担当
辞退のため、平成22年度より担当
者を変更（22）

生活科教育法 兼任 講師
 中西　正嗣
　 （　）

兼任 講師
榊原　溥
（　）

平成21年4月

平成22年4月 教育課程論（初等）
平成22年度より専任に担当者を変
更（22）

教育課程論（初等）兼任 講師
山田 雅彦
（　）

平成21年4月 専 助教
 市田　敏之
　 （　）

統計学入門兼任 講師
島　義博
（　）

平成20年4月

経済学入門

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

平成19年8月改姓（21）
共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編
（22）

英語Ⅱ

英語Ⅰ
折原　真希子

兼任 講師
吉田  真希子

（　）
平成20年4月

斎藤　文
（　）

平成21年9月 心理学入門

平成21年3月、原田華講師辞任の
ため、平成21年度より担当者を変
更（22）
※H21年度のみ秋学期開講に変更

兼任 講師
原田　華
（　）

平成20年4月 心理学入門 兼任 講師

漢文Ⅰ
漢文Ⅱ

「漢文」を科目充実のためセメス
ター分割
（22）

漢文兼任 講師
小野　達哉
（　）

平成20年4月
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伝統の心と技９兼任 講師
岡野　弘彦
（　）

平成20年4月

世界の歴史兼任 講師
奥田　泰広
（　）

平成20年4月

伝統の心と技２兼任 講師
奥野　昌子
（　）

平成20年4月

専 准教授 平成21年4月 ビジネス実践論
齋藤　平
（　）

小来田淳也講師辞任のため担当者
の変更のところ、｢人生と仕事」
は、後任予定者も辞任。平成21年
度不開講（21）
平成22年度より｢人生と仕事」の
担当者変更。「現代の課題」の担
当者追加（22）

兼任 教授 平成22年4月
須田　寛
（　）

人生と仕事
現代の課題

伝統の心と技８兼任 講師
松藤　　司
（　）

平成20年4月

伝統の心と技７兼任 講師
川上　昭光
（　）

平成20年4月

伝統の心と技５兼任 講師
飛騨　大富
（　）

平成20年4月

岩崎正弥講師が平成22年度より専
任（准教授）となったため（22）

平成23年4月　改名（23）

伝統の心と技６ 兼担 准教授 岩崎　正彌 平成22年4月兼任 講師
岩崎　正弥
（　）

平成20年4月

伝統の心と技４

伝統の心と技３兼任 講師
観世　喜正
（　）

平成20年4月

伝統の心と技２伝統の心と技２ 兼任 講師 平成23年4月
山本　幸美

（　）
兼任 講師

山中　ちえの
（　）

平成20年4月

浅沼博講師が平成21年度より特別
招聘教授となったため（21）

伝統の心と技２ 教授兼任 講師
浅沼　　博
（　）

平成20年4月

伝統の心と技２

平成22年4月、堀田明美講師の事
情により「伝統の心と技12」の担
当者変更（22）

兼任 講師
筒井　紘一
（　）

平成20年4月

伝統の心と技１２

兼任 講師
得能　弘一

（　）
平成22年4月 伝統の心と技12

兼任 講師
堀田　明美
（　）

平成20年4月

伝統の心と技１

兼任 講師

兼任 講師

教授
外山　秀一

（　）
平成23年4月 人生と仕事

平成23年3月、山中ちえの講師が
担当事態のため、平成23年度より
担当者変更（23）

兼担 教授
田浦　雅徳

（　）
平成23年4月 人生と仕事

平成23年4月から
「人生と仕事」の科目内容変更の
ため担当者を変更（23）

兼担

後藤　善信
（　）

平成23年4月 現代の課題

兼任 講師
小来田淳也
（　）

平成20年4月 人生と仕事
ビジネス実践論

兼任 講師

現代の課題

兼任 講師
天白　修一

（　）
平成23年4月

兼任 講師
河合　　潔

（　）
平成23年4月

現代の課題

現代の課題

兼任 講師
栃木　新一

（　）
平成23年4月 現代の課題

藤井　淳夫
（　）

平成23年4月 現代の課題

兼任 講師
中根　英二

（　）
平成23年4月

平成23年4月から
「現代の課題」の１クラスを三重
県警が担当するため担当者を変更
（23）

兼任 講師
大野　直樹

（　）
平成23年4月 世界の歴史

平成23年3月、奥田泰広講師が担
当事態のため、平成23年度より担
当者変更（23）

宮﨑　由司
（　）

平成23年4月 現代の課題
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科目充実のため、平成20年度

より担当者を追加（21）

共通科目を科目充実のためセメス
ター分割し再編
（22）

科目充実のため平成21年度

より担当者を追加（21）

平成22年3月、富尾光子講師が担
当辞退のため、担当者を変更
（22）

科目充実のため平成21年度

より担当者を追加（21）

科目充実のため平成21年度

より担当者を追加（21）

科目充実のため平成21年度

より担当者を追加（21）

科目充実のため平成20年度

より担当者を追加（21）

科目充実のため平成21年度

より担当者を追加（21）

社会福祉学部改組に伴い、平成23
年度より科目を追加（22）

平成23年4月
担当科目を追加（23）

科目充実のため、平成22年度より
担当者を追加（22）

科目充実のため、平成22年度より
担当者を追加（22）

科目充実のため、平成23年度より
担当者を追加（23）

平成22年4月

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

平成22年4月

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

兼担 教授
児玉　玲子

（　）

兼担 教授
池田　久代

（　）

平成23年4月

肢体不自由児の心理・生
理･病理

社会福祉学部改組に伴い、平成23
年度より科目を追加（22）
平成23年3月、小谷裕実講師が担
当辞退のため、担当者変更（23）

病弱児の心理・生
理･病理

兼任 講師

小谷　裕実
（　）

菊池　紀彦
（　）

平成23年4月
知的障害教育Ⅰ

社会福祉学部改組に伴い、平成23
年度より科目を追加（22）

知的障害教育Ⅱ

障害児指導法Ⅱ（教
育課程等）

初学び
文章入門
総合演習

専 准教授
吉田　明弘

（　）

病弱児教育方法

障害児指導法Ⅱ
（心理等）山本　智子

（　）
平成23年4月

障害児療育論

専 准教授

社会福祉学部改組に伴い、平成23
年度より科目を追加（22）

平成23年4月
担当科目を追加（23）

檜垣　博子
（　）

平成23年4月

知的障害児の心理・
生理･病理

初学び
文章入門

教育研究基礎演習

特別支援教育実習事
前・事後指導

特別支援教育実習

専 教授

平成23年4月

特別支援教育総論
社会福祉学部改組に伴い、平成23
年度より科目を追加（22）特別支援教育課程論

障害児心理学

特別支援教育授業論

障害児指導法Ⅰ
専 教授

栗原　輝雄
（　）

平成21年4月 伝統の心と技３兼任 講師
高林　皓二

（　）

平成20年4月 書道兼任 講師
庄田　昭人

（　）

平成21年4月 現代の課題兼任 講師
吉澤　雅之

（　）

平成21年4月 児童音楽兼任 講師
井上　ヒロミ

（　）

平成21年4月 児童音楽兼任 講師
林　真理子

（　）

平成21年4月

平成22年4月
児童音楽兼任 講師

富尾　光子
（　）

中山　侑紀
（　）

平成20年4月
英語Ⅰ

英語基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ

兼任 講師
巽　幸政
（　）

板井　正斉
（　）

平成23年4月 神道兼担 准教授
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平成22年4月より、科目充実のた
め担当者追加（23）
　※昨年度記載漏れ

平成23年4月より、科目充実のた
め担当者追加（23）

兼任 講師
藤原　僚子

（　）
平成22年4月

健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度
より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

兼任 講師
森川　丞二

（　）

兼任 講師
説田　守道

（　）

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

兼任 講師
松本　衛
（　）

兼任 講師
中空　繁登

（　）

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

兼任 講師
大西　孝宏

（　）

兼任 講師
山川　徹
（　）

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

兼任 講師
村田　和也

（　）

兼任 講師
河村　晃弘

（　）

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

平成22年4月
健康学概論 教育課程充実のため、平成22年度

より科目を追加（22）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

兼任 講師
辻　幸太
（　）

平成24年4月

病弱児教育方法
社会福祉学部改組に伴い、平成23
年度より科目を追加（22）

障害児指導法Ⅲ
（心理等）

障害児指導法Ⅲ（教
育課程等）

兼任 講師
無籐　賢治

（　）

平成23年4月
健康学概論 科目充実のため、平成23年度より

担当者を追加（23）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　　平成２３年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

（注）・届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「届出時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）を，「変更状況」には

兼任 講師
髙橋　宏佳

（　）

兼任 教授
植芝　守央

（　）
平成22年4月

武道Ⅰ
武道Ⅱ

文化継承実習Ⅰ
文化継承実習Ⅱ
文化継承実習Ⅲ
文化継承実習Ⅳ
文化継承実習Ⅴ
文化継承実習Ⅵ

兼任 講師
小谷　佑一

（　）
平成23年4月

武道Ⅰ
武道Ⅱ

文化継承実習Ⅰ
文化継承実習Ⅱ
文化継承実習Ⅲ
文化継承実習Ⅳ
文化継承実習Ⅴ
文化継承実習Ⅵ

兼任 講師
井田　諭
（　）

平成23年4月
健康学概論 科目充実のため、平成23年度より

担当者を追加（23）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

兼任 講師
吉川　智朗

（　）
平成23年4月

健康学概論 科目充実のため、平成23年度より
担当者を追加（23）検診と運動プログラム

障害の予防と措置

兼任 講師
世古　哲哉

（　）
平成23年4月

健康学概論 科目充実のため、平成23年度より
担当者を追加（23）検診と運動プログラム

障害の予防と措置
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　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

変　　更　　状　　況認　可　時　の　計　画
備　　　　　考

講　師 助　教 計准教授 講　師

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

助　手計 助　手 教　授 准教授教　授 助　教

（２） 専任教員数

10 8 2 3 23 0 15 1

［　5　］ ［　2　］（2） （1）

10 1 2 28

（10）

　　　　「変更状況」には，平成２３年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

［　△１］ ［　△１］ ［　5　］ ［　1　］（18） （0）（5）
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

６ 教　授 西山　嘉代子
急な事情で今 由佳里講師が退職したため再任用していたが、平成22年度より専任教員が新しく採用
されたため、平成22年3月31日付にて辞任

５ 教　授 大串　兎紀夫
停年延長により平成23年度まで担当予定であったが、事情により平成22年3月31日付にて停年退職の
ため辞任

４ 教　授 織田　揮準
停年延長により平成23年度まで担当予定であったが、事情により平成22年3月31日付にて停年退職の
ため辞任

３ 講　師 今　由佳里 平成21年3月31日付にて、やむを得ない事情により退職のため辞任

２ 准教授 勝美　芳雄 平成21年3月31日付にて、やむを得ない事情により他大学に移籍のため辞任

１ 教　授 林　　武美
停年延長により平成23年度まで担当予定であったが、本人のやむを得ない事情により、平成21年3月
31日付にて停年退職のため辞任

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

【大学の所見】
　専任教員の辞任については、やむを得ない事情であり、各科目の指導にふさわしい後任者を得る事により対応できたため、学生の履修に支
障は全くなかったと考えている。

【学生への周知方法】
　新しい専任教員の科目担当は、「履修要項・講義概要」への記載とともに、学部における履修指導においても説明し、学生の理解を得てい
る。

７

９

８

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（22年1月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（23年2月）

　平成22年度の国文学科入学
者は91名であり、単年度の定
員超過率は1.13であった。
　これにより、過去4年間の定
員超過率は、昨年度の1.38か
ら1.34に是正した。今後、さ
らに是正に努める予定であ
る。

文学部国文学科の入学定員超
過の是正に努めること。

　平成23年度の国文学科入学
者は歩留まりの予測を誤った
ために111名となり、単年度の
定員超過率は1.38であった。
　過去4年間の定員超過率は、
平成22年度卒業生の入学時定
員超過率が高かったこともあ
り、昨年度の1.34から1.33に
下がった。

次年度は他大学の動向分析を
強化し、歩留まり予想を誤る
ことのないよう注意して、さ
らに定員超過の是正に努めた
い。

６　留意事項に対する履行状況等

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

（注）・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　してください。

　　　　ください。

皇學館大学文学部国文学科の
入学定員超過の是正に努める
こと。
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　１～６での事項以外に、特に変更なし

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

【教育開発センター会議】
　平成22年度実績：年間7回開催。委員10名のうち、5名が教員。

【教育開発センター運営委員会】
　平成22年度実績：年間3回開催。委員11名のうち、9名が教員。

　ｃ　委員会の審議事項等

【教育開発センター運営委員会】
　①教育開発センターの事業に関する事項
　②教育開発センターの人事に関する事項
　③その他センターの運営に関して必要な事項

【教育開発センター会議】
　①本学の教育力を向上させるための教育システムの企画・開発
　②教育内容・方法を改善するための企画と教職員の研修支援
　③教育効果の評価方法の研究・開発とその実施
　④教育活動の支援体制の整備
　⑤共通教育の企画・開発及びその運営
　⑥その他目的を達成するために必要な事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　

　　・　授業方法についての研究会

　　・　ＦＤ講演会

７　その他全般的事項

＜教育学部　教育学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　　　・　届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　授業改善・教員の資質向上に関しては、本学に付置されている教育開発センターを中心にして取り組む。本学の
　教育開発センターは、学長を中心とするセンター運営委員会において教育方法とその検証についての基本方針を策
　定し、それを受けたセンター長がセンター委員で構成されたセンター会議において具体化し、実施に移すという体
　制を整えている。さらに、通常の授業体制で補えない学習支援については、教育開発センター内に置かれた学習支
　援室において対応する。
　　教育開発センターは、入学準備プログラム・カリキュラム開発・補習授業などの基本方針を策定し（plan）、そ
　れに基づいて各学部・各学科において授業を具体化する（do）、その検証は授業評価アンケートやプレースメント
　テスト（国語・英語など基礎学力向上の検証）を活用して検証する（check）。その検証結果に対してセンター会議
　において改善方法を策定し、センター運営会議の承認を得て各学部・各学科に次年度に向けての改善計画（action）
　を指示する。（なお、平成21年度までは、「全学ＦＤ協議会」という組織が設置されていたが、平成22年度より発
　展的に解消して、全学的な課題については教育開発センターに活動を集中させることとなった。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況
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　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・授業評価アンケートの集計結果において、学生の満足度の低い授業の担当者に対して、教務委員長による個別
      面談及び指導を行うとともに、学生からの意見に対するフィードバックを各教員において実施している。
　　・ＦＤ講演会「大学図書館の学習・教育支援機能とＦＤについて」を承けて、本学の附属図書館のあり方、特に
　　　ラーニングコモンズの設置について検討が始まった。
　　・ＦＤ講演会「ｅポートフォリオとは何か」を承けて、ｅポートフォリオ構築に向けての議論を開始した。
　　・卒業時アンケートの集計結果は、教育開発センターにおいて集計・分析をおこない、教授会に対して結果の公
      表及び改善のための検討を依頼した。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　・　卒業時アンケート

　　・　入学者アンケート

　　・　新任教員のための研修会　等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・　授業方法についての研究会
　　　　　担当者6名の参加により5回開催。
　　・　ＦＤ講演会（平成22年度実績）
　　　　　2回開催。出席教職員数：延べ55名。
　　・　ICT活用教育講習会
　　　　　5回開催。出席教員数：延べ50名。
　　・　学外のＦＤ関連フォーラム等への教職員派遣
　　　　　9種類の講演会等に参加。参加教職員数：延べ23名。
　　・　授業評価アンケート
　　　　　各学期末に実施。
　　・　卒業時アンケート
　　　　　卒業時に実施。
　　・　入学者アンケート
　　　　　入学時に実施。
　　・　初任者研修会（平成22年度実績）
　　　　　年度の初めに、新任教員9名に対して実施。

　　・　ICT活用教育講習会

　　・　学外のＦＤ関連フォーラム等への教職員派遣

　　・　授業評価アンケート

　ｂ　実施方法

　　・　授業方法についての研究会
　　　　　「文章入門」担当者による相互の教材・授業法の紹介・検討会を実施。
　　・　ＦＤ講演会
　　　　　ＦＤ活動が進んでいる大学等より講師を招き、教職員を対象に実施。
　　・　ICT活用教育講習会
　　　　　平成21年度から導入したMoodle（授業支援システム）の使用法の講習会を実施。
　　・　学外のＦＤ関連フォーラム等への教職員派遣
　　　　　特定の人員に偏らないように配慮して、多数の教職員を種々の講演会等に派遣。
　　・　授業評価アンケート
　　　　　各学期末に、受講者5名以上の授業において実施。アンケート結果の集計表に各科目担当教員のコメント
　　　　を添付し、報告書として学内Web及び図書館にて公開。
　　・　卒業時アンケート
　　　　　学位授与式終了後、学生生活及び教学に関するアンケートを実施。
　　・　入学者アンケート
　　　　　入学者に対し、本学での学びへの期待等に対しアンケートを実施。
　　・　初任者研修会
　　　　　年度の初めに、新任教員に対して、本学の建学の精神への理解や、教育方針の共有のために実施。
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②　自己点検・評価報告書

　

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　本学部設置の趣旨において、伝統文化を体現した学生の養成を掲げて教育を行っている中で、共通科目に「伝統
　の心と技」（２単位）を置き、日本の伝統文化に関する幅広い選択肢を用意して学生に履修させたことで、伝統文
　化に対する学生の興味・関心を高めることができた。
　　さらに、学部開設４年目を迎え、「家庭と教育」「教育に活かす書道」「日本伝統文化教育論」「武道と教育」
　などの科目に加え、「和算を使った数学教育」「日本の科学・技術の歩みと教育」「伝統音楽と教育」「伝統美術
　と教育」「日本の食育文化」などの本学ならではの科目が開講となるため、その教育成果が期待される。よって本
　学部所期の目的における最終段階を着実に迎えることができていると考えている。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　　・自己点検・評価報告書を大学公式ホームページ上に公開（平成22年4月12日）

　ｂ　公表方法

　ａ　公表時期

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　・平成21（2009）年度に、財団法人大学基準協会による大学評価(認証評価)を受け、審査の結果、平成22（2010）
　　　年3月12日付けで、同協会の定める大学基準に「適合」しているとの認定を受けた。
　　・平成28年度に評価機関(財団法人大学基準協会）の評価を受けるべく、学内で検討中。

　　　　いて記入してください。

　　・平22年4月12日　公表

③　認証評価を受ける計画
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　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　Ｈ２３年　１０月　末日まで　　）

○　設置計画履行状況報告書

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp

（４） 情報提供に関する事項

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未　　定　（http://www.　　　　　　　　　　 ）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，
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